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※金額の単位は100万円（未満切捨）

　 特別調整交付金…災害などにより保険料などの減免を行う等、特別な事情がある場合に
　　　　　　　　　　 交付される地方交付金です。  8

決
算
の
概
要
…
急
速
な
高
齢
化
に
よ
る
医
療
費
の
増
加
傾
向
、
保
険
税
収
入
の
伸
び
悩

み
な
ど
に
よ
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
医
療
費
適
正
化
対
策
の
推
進
並
び
に
特
別
調
整
交
付
金　

の
確
保
に
努
め
、
さ

ら
に
安
定
し
た
収
納
確
保
を
図
る
た
め
、
口
座
振
替
の
推
進
や
臨
宅
徴
収
を
実
施
し
ま

し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

収
納
確
保
に
努
め
た
が
、
医
療
費
増
に
よ
り

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
運
営

国
民
皆
保
険
の
精
神
を
生

か
す
べ
き
時

田
母
神
節
子
議
員

　

保
険
税
を
払
え
な
い
人
に
保
険
証
を
渡

さ
な
い
の
で
は
、
国
保
の
精
神
に
反
す
る

こ
と
で
す
。
ま
た
、
税
の
基
準
が
前
年
度

収
入
で
決
ま
る
こ
と
に
よ
り
、
当
年
職
を

失
っ
た
人
な
ど
は
払
え
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。
憲
法
に
の
っ
と
り
、
払
い
や
す
い

保
険
税
に
し
て
ほ
し
い
。
保
険
税
の
値
下

げ
と
、
当
初
の
国
の
補
助
金
の
水
準
ま
で

戻
し
、
国
庫
補
助
金
を
増
額
す
る
よ
う
、

自
治
体
は
強
力
に
国
へ
働
き
か
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

医
療
費
適
正
化
対
策
に
取

り
組
み
つ
つ
、
税
収
の
確

保
を

佐
藤
理
美
議
員

　

医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
後
期
高
齢
者

支
援
金
の
創
設
、
前
期
高
齢
者
の
費
用
負

担
の
調
整
が
始
ま
り
、
大
き
な
変
革
の
年

で
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
町
は
制
度
改
革

に
的
確
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
レ
セ
プ

ト
点
検
等
に
よ
る
医
療
費
の
適
正
化
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
被
保
険
者
間
の
負
担
の
公
平
・

公
正
の
観
点
か
ら
、
保
険
税
の
収
納
確
保

に
向
け
、さ
ら
な
る
努
力
を
要
望
し
ま
す
。

決
算
の
概
要
…
平
成
20
年
４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
っ
た
こ
と
か

ら
、
20
年
３
月
診
療
分
と
月
遅
れ
請
求
分
の
支
払
い
の
み
。
こ
の
た
め
、
平
成
20
年
度

の
事
業
規
模
は
著
し
く
縮
小
し
、
医
療
費
は
一
部
負
担
金
を
含
め
た
総
費
用
額
で
約

２
億
６
０
０
０
万
円
（
前
年
度
比
約
26
億
７
０
０
０
万
円
の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

老
人
保
健
特
別
会
計

新
た
な
医
療
制
度
に
よ
り
、
残
務
的
な
決
算
額

決
算
の
概
要
…
ホ
ン
ダ
新
工
場
の
操
業
開
始
に
向
け
た
管
渠
築
造
工
事
（
１
６
８
１
・
２

ｍ
）
に
よ
り
、
男
衾
第
１
汚
水
幹
線
が
全
線
完
了
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
ホ
ン
ダ
新
工

場
か
ら
旧
川
本
町
の
荒
川
上
流
水
循
環
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
管
路
が
す
べ
て
接
続
さ
れ
、

こ
の
事
業
の
負
担
金
（
約
１
億
５
６
０
０
万
円
）
を
支
払
っ
た
ほ
か
、
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
計
画
的
に
管
路
清
掃
を
実
施
。
汚
水
処
理
に
つ
い
て
も
維
持
管
理
負
担
金
約

５
０
０
０
万
円
を
支
払
い
、
実
質
収
支
は
８
７
２
万
４
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計

男
衾
第
１
汚
水
幹
線
、
全
線
完
了

す
べ
て
の
地
域
に
生
活
環

境
の
整
備
促
進
を
！

田
母
神
節
子
議
員

　

ホ
ン
ダ
寄
居
新
工
場
に
伴
う
男
衾
地
区

今
後
も
経
済
的
か
つ
効
率

的
な
事
業
執
行
を稲

山
良
文
議
員

　

ホ
ン
ダ
寄
居
工
場
か
ら
旧
川
本
町
に
あ
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 08 億 8700万円
 08 億 2000万円

下 水 道 事 業  11億 9000万円
 11億 8200万円

後期高齢者医療  02億7000万円
 02億 6800万円

農業集落排水事業  02億 5700万円
 02億 5600万円

老 人 保 健  04 億 0500万円
 03 億 4500万円

国 民 健 康 保 険  35 億 4900万円
 35 億 6200万円

歳入 

収 入 

支 出

 03 億7200万円
 07億 6100 万円

特別会計決算額

水道事業会計決算額

収益的収支

資本的収支

歳入 

歳入 

歳入 

歳入 

歳入 

歳入 

歳入 

歳入 

歳入 

収 入 

支 出

　 企業債の繰上償還…企業会計が借り入れたお金について、償還期限前に一部または全部を
　　　　　　　　　　　 返済すること。 9

決
算
の
概
要
…
平
成
20
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
制
度
は
、
高
齢
者
を
中
心
に

医
療
費
が
増
大
す
る
中
で
、
国
民
皆
保
険
を
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
持
続
可
能
な

も
の
と
す
る
た
め
に
、
現
役
世
代
と
高
齢
者
の
負
担
を
明
確
化
し
、
世
代
間
で
支
え
合

う
こ
と
を
目
的
に
始
ま
り
、
そ
の
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

制
度
初
年
度
は
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

定
着
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施

高
齢
者
い
じ
め
の
医
療
制

度
は
廃
案
し
か
な
い

田
母
神
節
子
議
員

　

世
界
に
例
の
な
い
高
齢
者
い
じ
め
の
制

度
が
始
ま
っ
て
１
年
経
過
し
ま
し
た
。
19

人
の
方
が
保
険
料
を
滞
納
し
、
金
額
は

76
万
円
で
す
。
保
険
証
の
取
り
上
げ
は
し

な
い
よ
う
、
広
域
連
合
議
員
に
な
っ
た
町

長
の
活
躍
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

町
長
は
「
保
険
者
の
立
場
で
出
席
し
て
い

る
」
と
言
い
、
町
民
の
立
場
で
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
誰
に
選
ん
で

も
ら
っ
た
の
か
疑
問
で
す
。

今
後
も
制
度
の
健
全
な
運

営
を

岡
本
安
明
議
員

　

こ
の
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
、
こ

れ
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
改
善
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
保
険
料
の
追
加
軽
減
、
年
金
天
引

き
と
口
座
振
替
の
選
択
制
の
導
入
や
診
療

報
酬
の
凍
結
な
ど
、
制
度
の
定
着
に
向
け

た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
後
も
、

制
度
の
健
全
な
運
営
の
た
め
、
広
域
連
合

と
緊
密
に
連
携
し
、
被
保
険
者
へ
の
適
切

な
対
応
や
、
保
険
料
負
担
の
公
平
性
の
確

保
な
ど
、
さ
ら
な
る
努
力
を
執
行
に
要
望

し
ま
す
。

決
算
の
概
要
…
平
成
20
年
度
に
お
け
る
水
洗
化
率
は
、
今
市
地
区
で
94
％
、
用
土
中
央

地
区
で
は
83
・
８
％
と
な
り
ま
し
た
。
18
年
度
か
ら
事
業
着
手
し
た
折
原
地
区
に
つ

い
て
は
、
管
路
施
設
２
８
９
２
・
９
ｍ
の
整
備
を
行
い
、
24
年
度
の
供
用
開
始
に
向
け

て
事
業
展
開
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
歳
入
歳
出
の
差
し
引
き
（
実
質
収
支
額
）
は
、

68
万
４
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

水
洗
化
進
む
。
実
質
収
支
も
黒
字

決
算
の
概
要
…
配
水
管
布
設
事
業
の
ほ
か
、
ホ
ン
ダ
新
工
場
関
連
専
用
水
道
管
布
設
工

事
を
実
施
。
経
営
健
全
化
を
推
進
す
る
た
め
、
高
金
利
の
企
業
債
の
繰
上
償
還
及
び

２
億
円
を
超
え
る
低
利
の
借
換
債
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
建
設
改
良
費
で
漏
水
事
故
防
止
・
震
災
対
策
を
踏
ま
え
た
老
朽
管
更
新
工
事

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
配
水
管
布
設
工
事
を
実
施
し
、
こ
れ
に
よ
り
20
年
度
の
導
水
・

送
水
・
配
水
管
の
総
延
長
は
２
０
４
・
２
６
ｋ
ｍ
と
な
り
ま
し
た
。

水
道
事
業
会
計

高
金
利
の
企
業
債
の
繰
上
償
還　

と　
　

2
億
円
超
の
低
利
借
換
債
を
発
行

料
金
の
値
下
げ
が
必
要

田
母
神
節
子
議
員

寄
居
町
で
は
、
昨
年
に
続
き
、
有

収
水
量
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
住
民
は
、

い
か
に
基
本
料
金
内
で
納
め
る
か
苦
労
し

て
い
ま
す
。
値
下
げ
が
必
要
で
す
。
一
律

に
値
下
げ
で
き
な
け
れ
ば
、
ハ
イ
リ
ス
ク

の
世
帯
、
高
齢
者
、
母
子
、
障
害
者
等
々
、

検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

簡
易
水
道
で
は
、
す
べ
て
町
負
担
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
実
現
可

能
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

適
切
な
事
業
展
開押

田
秀
夫
議
員

高
金
利
の
企
業
債
を
繰
上
償
還

し
て
低
金
利
に
借
り
換
え
る
な
ど
、
収
益

的
収
支
、
資
本
的
収
支
と
も
、
合
理
的
・

能
率
的
企
業
経
営
の
原
則
に
基
づ
き
、
経

営
健
全
化
を
図
り
、
適
切
に
事
業
展
開
さ

れ
た
決
算
内
容
で
す
。

　

老
朽
管
の
更
新
、
配
水
管
布
設
事
業
な

ど
も
計
画
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

の
下
水
道
工
事
に
対
す
る
、
受
益
者
負
担

の
高
額
な
方
は
苦
労
し
て
い
ま
す
。
期
間

の
延
長
だ
け
で
な
く
、
何
ら
か
の
減
免
措

置
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
１
９
７
０
年
代
に
20
〜
30
戸
の

住
宅
が
虫
食
い
状
態
で
建
築
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
い
ま
だ
に
下
排
水
は
浸
透
式
な
ど

で
、
土
地
が
狭
い
場
所
は
浄
化
槽
も
入
っ

て
い
ま
せ
ん
。
住
民
が
高
齢
化
す
る
中
、

行
政
の
施
策
は
急
務
で
す
。

る
荒
川
上
流
水
循
環
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
管

路
が
す
べ
て
接
続
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
水
道
施
設
は
、
生
活
環
境
の
改
善
、

公
衆
衛
生
の
向
上
、
公
共
用
水
域
の
水
質

保
全
を
目
的
と
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も

経
済
的
か
つ
効
率
的
な
事
業
の
執
行
を
図

る
と
と
も
に
、
建
設
財
源
の
確
保
に
努
め

る
な
ど
、
さ
ら
な
る
執
行
の
努
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
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